
科目名 開講時期 開講学年 必修/選択 単位 時間 

地域・在宅看護実習 前後期 3年 必修 2単位 90h 

担当教員名 メールアドレス オフィスアワー 
◎白石貴子 takako.shiraishi@tohto.ac.jp  

授業の概要 

訪問看護ステーションや地域支援施設など、地域で暮らす療養者と家族を支える多様な場において、生活に
根ざした看護の実際を学ぶ。在宅療養者・家族の生活環境を観察・考察し、その生活の場で実施されている看
護援助の意図を理解するとともに、対象者の健康レベルや生活の様式に応じた支援方法を具体的に検討・実践
する。また、地域・在宅看護の特徴を踏まえ、医療機関から地域、地域から医療機関への継続看護の実際を通
して、多職種との連携・協働の方法を学ぶ。併せて、地域における看護職に求められる役割や、療養を支える
施設・社会資源の機能と連携の現状について理解を深める。さらに、実習の拠点となる訪問看護ステーション
等の組織体制、運営、人材育成・人材確保の取り組みについて、管理者や在宅医療スタッフの活動を通して学
び、地域で働く看護職の専門性と組織的な支援体制の実際を把握する。 

この科目は、病院及び地域における看護師の実務経験のある教員による授業科目です。看護の現場での多様
な対象者への看護経験を基に、各単元の授業を展開します。 

キーワード 到達目標 

在宅看護  在宅医療  継続看護 

在宅療養者  家族  連携  

訪問看護ステーションの運営 

１．在宅療養者・家族の生活環境を考察できる 
２．生活の場で実施されている看護援助の意図を説明できる 
３．実習施設の組織体系、人材育成などの取り組みを説明できる  
４．在宅療養者・家族の生活を支える社会資源とその連携について現
状を説明できる 
５．地域において看護師に求められている役割、療養を支える施設の
機能を説明できる 

学習内容 
１．実習場所：訪問看護ステーション 地域支援施設（生活クラブ風の村等） 
２．実習期間：８月から翌年 1月までの 3週間 
３．実習時間：原則 9時から 17時まで 
４．実習内容 
   ・学内実習 
   ・訪問看護ステーション等での実習 
   ・カンファレンス 
  実習詳細は、「2026年度 地域・在宅看護実習 実習要項」を参照すること 

受講要件 

 2 年次後期までの学年進度とされているすべての必修科目の単位を修得していること。 
レポート その他 合計 

0％ 100％ 100％ 

教員からのメッセージ 

本実習では、訪問看護をはじめとする地域の多様な社会資源を体験的に学びながら、地域で生活する多様な
療養者とその家族の生活環境を理解します。療養者との関わりを通して、その人らしい生活を支える看護方法
を学び、地域において看護師に求められる役割や、多職種との連携・協働についての理解を深めます。 

 


